
トランスリニア原理



トランスリニア原理の概要

トランスリニア トランスコンダクタンスが比例
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のトランジスタ：の正方向が反時計回り

トランジスタ：の正方向が時計回りの
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：キルヒホッフの電圧則
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トランスリニア原理による回路構成
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